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まえがき

はからずも福井前技術部長（前理工学研究科長）から技術部長を引き継ぐことになりましたが、

これまでも中央実験工場の工場長、また共通教育科目「ものづくり入門」の主担当教員として理

工学研究科技術部の技術職員の方達と接することが多く、技術部の理解者の一人であると自負し

ています。思い返せば、当時理工学研究科長（技術部長）であった福井先生から、技術部の機能

を強化する方策を検討することを目的とした技術部運営検討WGの主査を任命され、現在の「理

工学研究科技術部の工学系技術職員の業務に関する申合せ」を作成しました。当時の技術部、技

術職員には多くの問題があると感じていましたので、それを解消することを目指して申合せを作

成しました。作成した申合せの内容は、理想の技術部、技術職員の形を求めたもので、当時の技

術部、技術職員の実態とは大きく草離しており、直に実現することは困難であることも理解して

いました。ただ、団塊の世代の技術職員の方達が退職され、その後に採用される若い技術職員の

方遣が、やりがいを持って仕事に励めるようにとの思いで作成しました。平成 24年度で団塊の

世代の方遣の退職が一段落し、申合せを作成した当時に想定していた理想の技術部、技術職員を

実現できる時期に、はからずも技術部長になったのは運命だったのかもしれないと感じており、

また実現に向けて努力する義務もあると認識しています。

理想の技術部、技術職員とはどのようなものなのか、「理工学研究科技術部の工学系技術職員

の業務に関する申合せ」を作成したときに考えたことをご紹介しておきたいと思います。

大学は教育機関であり、学生を教育することが使命です。工学部は、将来ものづくりに携わる

技術者を育成することが使命ですが、それを実施するためには学生に知識とスキル（技能）を与

える教育をする必要があります。ただ、日本の大学の教育内容は知識偏重になっており、スキル

の教育が十分とは言えず、鹿児島大学の工学部も例外ではありません。 JABEEの審査で見られる

ように、最近は社会的にスキノレに関する教育も強く求められており、今後スキルの向上を目指し

た教育内容の見直しも必要になると恩われます。しかしながら、教員は知識には秀でているもの

の、スキルについては必ずしも得意ではありません。そこで必要なのは、技術職員の方達による

スキルの教育ということであり、単なる教員の補助ではなく、教員と協力して主体的に学生にス

キルを教育する能力が技術職員の方達に求められています。従って、特定の分野においては、教

員と同等かそれ以上の能力が必要であり、それを習得するための自己研鎖が求められます。

一般企業の技術者に必要な能力は、 T型、 π型だと言われています。これは幅広い分野におけ

る知識と能力、及び一つないしは二つの特定の分野における深い知識と能力の両方が必要である

ということを意味しています。これまでは特定の分野における深い知識と技能だけ、または幅広

い分野における浅い知識と技能だけを持っているという技術職員の方が多く、期待される仕事を

担うのに十分でなかったと思います。そこで、申合せでは特定の分野における深い知識と能力を

習得するために長期の研究支援を、幅広い分野における知識と能力を習得するため、教育支援と

運営支援を技術部の業務としました。必ずしも業務として位置付けはしていませんでしたが、最

近は出前授業など社会貢献にも積極的に取り組んでおり、全国的に見てもかなり自立した技術部

に成長していると感じています。これからも自主的な活動を活発に行いつつ、理想の技術部を目

指して努力していきたいと考えていますので、皆様方のご支援、ご協力をお願い致します。

平成 25年 5月

技術部長（大学院理工学研究科長） 近藤英二
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